
一
　
は
じ
め
に

正
倉
院
古
文
書
と
木
簡
は
、
上
代
の
人
々
が
記
し
た
ま
ま
の
墨
付
き
が
残
る
第
一
次
の
文
字
資
料
で
あ
る
。
記
紀
万
葉
な
ど
の
写
本
で
残
る
資

料
と
違
い
、
上
代
の
日
常
で
の
文
字
使
用
の
一
端
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
正
倉
院
古
文
書
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
写
真
出
版
物
、
上
代

木
簡
は
各
発
掘
調
査
報
告
書
や
奈
良
文
化
財
研
究
所
「
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
１
）
」
の
画
像
か
ら
表
記
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
か
ら
は
、

上
代
の
人
々
が
使
用
し
た
漢
字
漢
文
に
つ
い
て
、
多
く
の
点
で
考
察
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
ち
、
本
稿
が
扱
う
の
は
用
字
法
に
つ
い
て
で
あ

る
。正

倉
院
古
文
書
や
木
簡
で
は
、
一
つ
の
漢
字
に
二
字
体
以
上
用
い
ら
れ
て
い
る
字
が
あ
る
。
例
え
ば
、
経
名
で
は
「
法
花
経
」
と
「
法
華
経
」、

「
花
厳
経
」
と
「
華
厳
経
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、「
花
」「
華
」
二
字
体
の
漢
字
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
二
字
体
以
上
の
漢
字
を
用
い
て
い

る
例
に
つ
い
て
、
ど
の
漢
字
に
ど
の
よ
う
な
字
体
が
あ
り
、
複
数
の
字
体
に
書
き
分
け
の
差
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
詳
細
は
判
明
し
て
い
な
い
。
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上
代
の
用
字
法
で
こ
れ
ま
で
に
考
察
が
あ
る
の
は
、「
参
」
の
二
つ
の
字
形
「
參
」
と
「

」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
桑
原
祐
子
氏
は
、
七
世
紀

に
は
「
參
」
と
「

」
字
は
同
字
と
意
識
さ
れ
て
い
た
が
、
八
世
紀
の
「
參
河
国
」
の
字
形
の
規
定
や
天
平
六
年
の
三
の
大
字
に
対
す
る
「
參
」

へ
の
統
一
に
よ
っ
て
、
參
は
參
河
国
と
三
の
大
字
専
用
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
マ
ヰ
ル
系
の
語
や
参
議
・
人
参
等
を
表
記
す
る
場
合
は
、「

」

だ
け
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
２
）
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
「
参
」
に
お
け
る
結
果
で
あ
り
、
他
の
字
に
つ
い
て
は
違
っ
た
結

果
が
で
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
今
後
は
他
の
字
体
に
つ
い
て
も
考
察
が
な
さ
れ
、
上
代
の
漢
字
使
用
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
正
倉
院
古
文
書
と
上
代
木
簡
に
み
ら
れ
る
二
字
体
以
上
の
漢
字
の
う
ち
、「
无
」「
無
」
の
差
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

「
无
」
と
「
無
」
を
扱
っ
た
論
考
に
は
二
点
あ
る
。
鈴
木
恵
氏
は
、
日
本
霊
異
記
写
本
間
の
「
无
」「
無
」
字
の
異
同
を
調
査
し
、
異
同
の
出
方
や

諸
本
の
系
統
に
よ
り
用
い
ら
れ
る
字
体
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
３
）
。
紅
林
幸
子
氏
は
、
中
国
と
日
本
の
資
料
を
検
討
し
、「
无
」
か
ら

「
無
」
へ
の
字
体
の
変
遷
過
程
を
考
察
、「
無
」
発
生
時
期
が
八
世
紀
頃
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
４
）
。
鈴
木
氏
の
論
考
は
写
本
の
作
成
段
階
で
の
問

題
、
紅
林
氏
は
字
体
の
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
上
代
の
文
字
資
料
に
お
け
る
漢
字
の
二
字
体
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
述
べ
た
論
考

は
管
見
の
限
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

以
下
、
正
倉
院
古
文
書
と
木
簡
の
事
例
を
検
討
す
る
。
正
倉
院
古
文
書
と
上
代
木
簡
に
み
ら
れ
る
「
无
」「
無
」
は
、
形
容
詞
ナ
シ
、
位
が
な

い
場
合
に
人
名
の
上
に
冠
す
る
「
无
位
」、
経
名
、
万
葉
仮
名
や
試
字
等
に
多
く
の
事
例
が
見
出
せ
る
。
紙
幅
の
都
合
、
全
て
の
例
は
扱
え
な
い

た
め
、
本
稿
で
は
形
容
詞
ナ
シ
と
「
无
位
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
な
お
、
事
例
の
漢
字
の
う
ち
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
コ
ー
ド
に
な
い
字
は
■
で
示
し
た
。

二
　
正
倉
院
古
文
書
の
事
例

本
稿
で
扱
う
正
倉
院
古
文
書
と
は
、
正
倉
院
の
中
倉
に
残
さ
れ
た
文
書
の
う
ち
、
正
倉
院
古
文
書
四
五
巻
、
続
修
正
倉
院
古
文
書
五
〇
巻
、
続

修
正
倉
院
古
文
書
後
集
四
三
巻
、
続
集
正
倉
院
古
文
書
別
集
五
〇
巻
、
正
倉
院
塵
芥
文
書
三
九
巻
三
冊
、
続
々
修
正
倉
院
古
文
書
四
四
〇
巻
を
指



す
。
こ
れ
ら
は
造
東
大
寺
司
の
写
経
所
に
あ
っ
た
文
書
で
あ
り
、「
写
経
所
文
書
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
５
）
。
ま
た
、
紙
背
に
残
さ
れ
た
戸
籍
や
計
帳

は
「
紙
背
文
書
」
と
呼
び
、
文
書
の
性
質
が
異
な
る
こ
と
か
ら
別
に
考
察
す
る
。

以
上
の
文
書
を
対
象
と
し
、
事
例
を
抽
出
す
る
。
ま
ず
、『
大
日
本
古
文
書
（
６
）
』
よ
り
、「
无
」「
無
」
の
事
例
を
抜
き
出
す
。
次
に
「
正
倉
院
古
文

書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
７
）
」『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
（
８
）
』
の
写
真
で
表
記
を
確
認
す
る
。
原
本
の
汚
れ
等
に
よ
り
表
記
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
例

は
対
象
か
ら
除
く
と
「
无
」
一
七
二
九
例
（
う
ち
、
紙
背
文
書
四
五
例
）、「
無
」
五
一
八
例
（
う
ち
、
紙
背
文
書
三
例
）
が
該
当
し
た
。
事
例
は

以
下
の
よ
う
に
分
類
し
た
。

こ
の
う
ち
、
本
稿
が
扱
う
の
は
、
形
容
詞
ナ
シ
と
「
无
位
」
で
あ
る
。
筆
記
者
の
意
思
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
経
名
と
そ
の
他
に
分
類
し
た
「
无
」

「
無
」
は
紙
幅
の
都
合
、
別
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
、
今
回
は
対
象
か
ら
除
く
。

ま
ず
、
写
経
所
文
書
に
み
ら
れ
る
「
无
」「
無
」
字
を
考
察
す
る
。

１.

写
経
所
文
書
の
事
例
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。
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（
１
）
形
容
詞
ナ
シ

「
无
」
八
五
三
例
、「
無
」
一
六
一
例
が
該
当
す
る
。「
無
」
字
よ
り
「
无
」
字
の
事
例
数
が
五
倍
近
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
見
通
し
を
先
に
述

べ
る
と
、
こ
の
事
例
数
の
差
は
、
文
書
の
種
類
に
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
以
下
、
事
例
を
検
討
す
る
。

①
経
名
や
物
品
名
の
下
に
「
な
い
物
」
を
注
記
し
て
い
る
場
合
（「
无
」
七
四
一
例
　
「
無
」
七
三
例
）

ａ.

経
名
の
下
に
軸
や
帯
な
ど
が
な
い
こ
と
を
注
記
し
て
い
る
場
合
（「
无
軸
」
な
ど
と
主
に
小
字
で
注
記
）（「
无
」
六
二
四
例
　
「
無
」
四
五

例
）

【
事
例
１
】

「
自
禅
院
寺
奉
請
疏
論
□
□
□
」

（
等
歴
名
ヵ
）

仏
説
正
齋
経
一
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
薩
婆
多
論
八
巻

十
二
明
了
論
一
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
三
階
律
周
部
九
巻
　
无
緒
軸
裏

禅
経
三
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
禅
病
秘
要
法
一
巻
　
白
紙
无
軸
／
可
寫

秘
要
法
二
巻
　
第
二
三
／
白
紙
　
　
　
婆
羅
木
叉
一
巻
　
白
紙
／
「
可
寫
」

比
丘
尼
木
叉
一
巻
　
白
紙
无
緒
軸
　
　
布
薩
文
一
巻
　
白
紙
无
緒
軸

（「
写
疏
所
解
」
正
集
二
裏
　
天
平
十
九
年
十
月
九
日
）

禅
院
寺
か
ら
写
疏
所
に
請
求
の
あ
っ
た
経
や
疏
な
ど
の
名
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
事
例
中
で
は
「
三
階
律
周
部
九
巻
　
无
緒
軸
表
」「
治

禅
病
秘
要
法
一
巻
　
白
紙
无
軸
」「
比
丘
尼
傳
一
巻
　
白
无
緒
軸
」「
雑
集
論
十
六
巻
　
白
紙
无
軸
（
以
下
、
略
）」
な
ど
、「
緒
」「
軸
」「
表
」
な

ど
、
経
に
付
い
て
い
な
い
も
の
を
経
名
の
下
に
書
い
て
い
る
。
同
様
の
書
式
で
「
无
」
を
用
い
た
例
は
例
み
ら
れ
る
。
他
に
は
、「
帙
」
や
「
帯
」

「
題
」
な
ど
が
な
い
場
合
に
も
用
い
ら
れ
る
。



【
事
例
２
】

東
寺
寫
経
所
解
　
申
奉
寫
経
事

合
金
剛
般
若
経
一
千
二
百
巻
　
並
麻
紙

一
百
三
十
六
巻
　
黄
紙
及

綺
緒
梨
軸

三
十
八
巻
　
黄
紙
及

綺
梨
軸
無
軸

一
千
廿
六
巻
　
黄
紙
及

無
緒
軸

以
前
、
依
坤
宮
官
少
疏
従
六
位
上
池
原
□
粟
守
去
八
月
十
六
日
宣
、
奉
寫
経
、
具
件
□
前

（
如
）

、
謹
解
、

天
平
宝
字
二
年
十
一
月
十
四
日
造
東
寺
司
主
典
安
都
□
□
　

（
宿
禰
）

次
官
従
五
位
下
高
麗
朝
臣

（「
東
寺
写
経
所
解
案
」
続
々
修
十
八
帙
六
裏
　
天
平
宝
字
二
年
十
一
月
十
四
日
）

「
三
八
巻
」
の
下
の
注
記
が
「
無
緒
」
と
「
無
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
他
に
「
無
」
を
用
い
た
例
は
四
五
例
あ
る
。

ｂ.

経
の
題
目
に
あ
る
コ
ト
バ
の
う
ち
、
省
略
し
た
言
い
方
が
あ
る
場
合
（
省
略
で
き
る
漢
字
を
「
无
＋
○
○
字
」
の
よ
う
に
注
記
）（「
无
」
一

八
例
　
「
無
」
二
八
例
）

【
事
例
３
】

无
極
寳
三
昧
経
一
巻
　
或
无
三
昧
字
　
　
　
　
薬
師
如
来
本
願
経
一
巻
　
隋
笈
多
譯

度
一
切
請
仏
境
界
智
厳
経
一
巻
　
　
　
　
　
　
六
度
集
経
八
巻
　
亦
名
六
度
无
極
経
亦
云
廣
无
極
経

亦
云
新
无
極
経

（「
可
請
本
経
目
録
」
続
々
修
十
四
帙
四
　
天
平
宝
字
四
年
正
月
二
十
五
日
類
収
）
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「
无
極
三
昧
経
一
巻
」
の
下
に
「
或
无
三
昧
字
」
と
あ
り
、
経
名
の
「
三
昧
」
字
が
な
い
こ
と
を
注
記
し
て
い
る
。「
无
」
を
用
い
た
例
は
一
八
例

で
あ
る
。

【
事
例
４
】

小
乗
論

阿
毘
達
磨
集
異
門
足
論
二
十
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
百
七
十
八
紙

阿
毘
達
磨
謙
身
足
論
十
六
巻

阿
毘
達
磨
品
類
足
論
十
八
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
百
五
十
五
紙

施
設
足
論

衆
事
分
阿
毘
曇
論
十
二
巻
　
或
無
論
字

阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
六
十
巻
　

阿
毘
達
磨
倶
舎
論
二
十
二
巻
　
或
无
釋
字
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
百
七
十
一
紙

阿
毘
達
磨
倶
舎
論
本
頒
一
巻
　
或
三
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廿
三
紙

顕
宗
論
第
一
帙
　
第
三
九
十

法
勝
阿
毘
曇
心
論
経
六
巻
　
或
無
経
字
或
无
法
勝
字
或
七
巻

或
云
法
勝
阿
毘
曇
論
或
加
別
譯
字
　
一
百
五
紙

十
八
部
論
一
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
紙

異
部
宗
輪
諭
一
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
紙

（「
倶
舎
宗
寫
書
布
施
勘
定
帳
」
続
々
修
十
三
帙
六
　
天
平
勝
宝
三
年
九
月
二
十
日
類
収
）

事
例
３
と
同
様
、
経
名
の
漢
字
の
有
無
に
つ
い
て
、
省
略
形
を
注
記
し
た
例
で
あ
る
。「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
二
十
二
巻
」
で
は
「
或
无
釋
字
」



の
よ
う
に
「
无
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、「
衆
事
分
阿
毘
曇
論
十
二
巻
」
は
「
或
無
論
字
」
の
よ
う
に
「
無
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、「
法
勝
阿
毘
曇
心
論
経
六
巻
」
は
「
或
無
経
字
或
无
法
勝
字
或
七
巻
」
と
あ
る
よ
う
に
「
无
」「
無
」
と
両
方
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ｃ.
文
脈
を
持
つ
も
の
（「
无
」
九
九
例
　
「
無
」
一
五
例
）

【
事
例
５
】

合
経
師
六
十
人
　
廿
四
人
充
官
淨
衣
、
十
三
人
既
无
、

廿
三
人
充
般
着
淨
衣
　
疏
師
十
人
　
一
人
充
官
淨
衣
　
九
人
既
无

校
生
十
二
人
　
二
人
充
官
淨
位
　
十
人
既
无
　
　
　
案
主
二
人
　
一
充
般
若
淨
位
　
一
充
官
両
淨
既
破

装
六
人
　
五
人
充
官
淨
位
、
但
一
人
既
破
、

一
人
充
般
若
淨
衣

今
見
請
淨
衣
五
十
九
具
　
三
十
六
経
師
　
二
具
装

九
疏
師
　
二
具
案
主
　
十
具
校
生

（
以
下
、
略
）

（「
写
経
所
解
」

正
集
十
五
裏
　
天
平
十
八
年
正
月
三
十
日
）

【
事
例
６
】

牒
　
造
寺
司
政
所
　
請
木
工
伍
人

山
子
相
　
若
无
者
佐
伯
佐
留
　
川
瀬
田
使
　
若
无
者
勾
羊
　
秦
九
月
　
他
田
小
豊
　
勾
猪
万
呂

右
、
自
先
雖
有
木
工
五
人
、
不
得
事
成
、
是
以
為
令
作
安
居
堂
、
上
件
工
等
早
速
令
向
、
事
有
期
限
、
以
勿
退
日
、
今
具
状
、
以
牒
、

天
平
宝
字
二
月
（
マ
マ
）

（「
造
石
山
寺
所
公
文
案
帳
」
続
修
別
集
四
十
八
裏
　
天
平
宝
字
六
年
正
月
十
五
日
）

事
例
５
は
写
経
所
の
人
員
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
経
師
」
合
計
六
十
人
の
内
訳
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
う
ち
、
十
三
人
は
既
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に
い
な
い
、
の
意
で
あ
ろ
う
。「
无
」
を
用
い
て
い
る
。

事
例
６
は
、「
不
得
事
成
」
の
た
め
、「
木
工
五
人
」
を
請
求
し
た
「
解
」
文
で
あ
る
。
一
人
目
の
「
山
子
相
」
の
下
に
「
若
无
者
佐
伯
佐
留
」
と

の
注
記
が
あ
る
。「
若
し
无
く
ば
佐
伯
佐
留
」
と
訓
み
、
も
し
「
山
子
相
」
が
い
な
け
れ
ば
、「
佐
伯
佐
留
」
で
も
よ
い
、
の
意
で
あ
ろ
う
。
同
様

に
、
上
か
ら
二
人
目
の
「
川
瀬
田
使
」
の
下
に
注
記
が
あ
る
「
若
无
者
勾
羊
」
も
同
様
の
意
で
あ
ろ
う
。「
无
」
を
用
い
た
例
は
九
九
例
で
あ
る
。

次
に
、「
無
」
を
用
い
た
例
を
み
る
。

【
事
例
７
】

筥
陶
司
石
山
寺
充
雑
器
事

筥
■
肆
拾
口
　
　
陶
坏
陸
拾
口
　
　
　
塩
坏
陸
拾
口
　
　
片
■
陸
拾
口

叩
戸
伍
口
　
　
　
坏
盖
研
貳
拾
口
　
已
上
前
充

笥
参
拾
合
　
　
　
後
盤
貳
拾
口
　
已
上
物
今
拾

折
■
参
拾
合
　
　
陶
盤
陸
拾
口
　
右
物
依
無
不
充

天
平
宝
字
六
年
二
月
九
日

正
六
位
上
行
正
林
連
　
黒
人

（「
筥
陶
司
充
器
注
文
」

続
修
四
十
三
　
天
平
宝
字
六
年
二
月
九
日
）

【
事
例
８
】

（
此
ヵ
）

十
　
七

未
軸
着
経
百
三
十
七
巻
　
先
所
請
綺
三
百
三
丈
七
十
四
寸
□
着
経
一
千
九
百
八
十
九
巻

先
所
請
軸
二
千
枚
■
此
此
内
　
六
枚
打
匠
寮
借
　
一
千
九
百
八
十
九
枚
着
経

／
二
枚
現
在
　
三
枚
無



（「
写
一
切
経
装

行
事
注
文
」
続
々
修
四
十
四
帙
十
　
天
平
十
年
）

事
例
７
は
筥
陶
司
が
石
山
寺
に
「
充
雑
器
」
を
注
文
し
た
文
書
で
あ
る
。
注
記
の
箇
所
は
「
右
の
物
無
き
に
依
り
て
充
て
ず
」
と
訓
む
の
で
あ

ろ
う
。
事
例
８
は
、「
先
所
請
軸
二
千
枚
」
の
現
在
の
内
訳
を
注
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
千
枚
の
内
、
三
枚
が
無
い
こ
と
を
記
し
て
い
る
。「
無
」

字
を
用
い
た
例
は
一
五
例
で
あ
る
。

②
経
文
名
の
上
下
左
右
に
、
そ
の
も
の
が
な
い
こ
と
を
注
記
し
た
場
合
。（「
无
」
六
六
例
、「
無
」
例
な
し
）

【
事
例
９
】

大
納
言
藤
原
家
　
　
牒
造
東
大
寺
司
務
所

■
■
櫃
■
櫃
■
■

出
曜
論
一
部
　
十
四
櫃
／
廿
巻
　
　
　
　
涅
槃
論
一
巻
　
受

部
異
執
論
一
巻
　
十
三
櫃
第
二
帙
　
　
　
随
相
論
一
巻
　
十
三
櫃
第
一
帙

三
弥
底
部
論
三
巻
　
十
三
櫃
第
二
帙
　
　
大
乗
顯
實
論
一
巻
　
无

文
殊
問
菩
薩
論
二
巻
　
无
　
　
　
　
　
　
涅
槃
経
疏
十
巻
　
三
櫃
／
遠
法
師

菩
薩
蔵
経
疏
十
巻
　
无
　
　
　
　
　
　
　
大
品
経
疏
五
巻
　
懍
法
師
　
第
三
櫃
十
九
帙

佛
地
経
疏
四
巻
　
雑
第
二
帙
第
二
櫃
　
　
仁
王
経
疏
二
巻
　
新
廿
一
帙
三
櫃

无
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
蔵
師

牒
、
奉
教
経
、
件
論
并
疏
等
、
為
写
家
中
、
奉
請
如
前
、
乞
照
此
状
、
早
与
処
分
、
今
以
状
牒
、
々
至
状
准
、
付
便
使
要
高
沙
弥
万
呂

（「
経
疏
出
納
帳
」
塵
芥
三
十
裏
　
天
平
勝
宝
五
年
）

本
事
例
は
経
名
＋
巻
数
の
下
に
「
无
」
一
字
を
注
記
し
、
そ
の
経
が
な
い
こ
と
を
示
し
た
例
で
あ
る
。
下
段
右
か
ら
三
行
目
は
「
大
乗
顕
実
論
一
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巻
」
が
な
い
こ
と
を
小
字
「
无
」
で
注
記
し
て
い
る
。
他
に
「
无
」
を
用
い
た
例
は
六
十
六
例
み
ら
れ
る
が
、「
無
」
を
用
い
た
例
は
見
出
せ
な

い
。

③
本
文
で
使
用
さ
れ
た
も
の
（「
无
」
四
六
例
、「
無
」
七
三
例
）

【
事
例
１
０
】

謹
上
写
経
所
　
曹
司
邊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
九
日
下
走
古
万
呂

（
万
呂
）

不
別
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
六
人
部
□
□

奉
送
紙
一
百
二
張
　
二
張
端
継
料

右
、
為
寫
私
書
、
件
紙
欲
請
打
、
若
彼
寫
一
切
経
端
継
料
紙
有
者
、
相
替
欲
打
、
若
无
者
、
猶
欲
打
、
其
實
今
捧
不
次
状
、
謹
状
、

（
淨
ヵ
）

古
万
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
□
万
呂

継
紙
…

（「
写
経
料
銭
経
師
布
施
注
文
案
帳
」
続
々
修
十
一
帙
五
　
天
平
十
八
年
四
月
十
五
日
）

「
若
无
者
」
は
「
若
し
无
く
ば
」
と
読
み
、「
彼
一
切
経
端
継
料
紙
」
が
無
か
っ
た
場
合
の
指
示
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
品

物
名
の
下
に
そ
の
扱
い
に
つ
い
て
の
条
件
を
注
記
し
た
例
は
四
六
例
み
ら
れ
た
。

次
に
、「
無
」
を
用
い
た
例
を
考
察
す
る
。

【
事
例
１
１
】

造
石
山
寺
所
解
　
申
請
雑
物
等
事

釜
壹
口
　
受
一
石
已
下
四
斗
已
上
　
役
夫
等
食
物
料
理
料



紙
打
石
壹
顆
　
小
　
勅
旨
大
般
若
若
紙
打
料

大
辛
櫃
貳
合
　
在
経
所
　
　
僧
都
御
室
用
料

右
物
等
無
都
、
是
應
用
切
要
、
仍
所
請
如
件
、
以
解
、（

都
脱
）

天
平
宝
字
六
年
正
月
十
八
日
主
典
安
宿
祢

（「
造
石
山
寺
所
公
文
案
帳
」
続
々
修
十
八
帙
三
　
天
平
宝
字
六
年
正
月
十
五
日
）

役
夫
等
の
料
と
し
て
釜
や
紙
打
石
な
ど
を
請
求
し
た
文
書
で
あ
る
。「
右
物
等
都
無
」
は
「
右
の
物
等
は
都
て
無
く
…
」
と
訓
む
の
で
あ
ろ
う
。

形
容
詞
ナ
シ
は
「
無
」
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。「
無
」
を
用
い
た
例
は
七
三
例
で
あ
る
。
ま
た
、
以
下
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

【
事
例
１
２
】

造
寺
司
牒
　
造
石
山
寺
所

一
木
工
秦
廣
津

右
、
依
彼
所
申
状
、
縣
主
石
敷
之
替
充
遣
、
其
丈
部
真
犬
替
者
、
今
造
食
堂
所
申
云
、
以
件
真
犬
等
、
常
作
此
司
物
、
更
除
真
犬
、
無

可
相
替
人
者
、
又
領
秦
足
人
替
、
依
無
可
充
人
、
今
間
不
得
行
、

一
領
玉
作
子
綿
　
　
木
工
土
師
嶋
井

右
、
暫
充
相
模
国
司
、
而
今
間
便
留
彼
寺
、
其
自
彼
所
請
人
物
、
随
請
皆
充
、
而
留
件
人
等
、
理
不
可
然
、
今
依
合
、
別
當
必
有
可
充

任
、
宜
察
此
状
、
早
速
令
向
、

一
銭
壹
貫
捌
伯
文

右
、
在
彼
仕
丁
、
尾
張
人
守
マ
古
万
呂
、
播
磨
人
額
田
マ
廣
濱
、
備
前
氏
マ
乙
万
呂
、
并
三
人
国
養
、
人
別
六
百
文
充
、

一
釜
壹
口
　
口
径
一
尺
七
寸
／
深
一
尺
七
寸
　

参
口
　

壹
斛
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（「
造
東
大
寺
司
牒
」
正
集
五
　
天
平
宝
字
六
年
正
月
二
十
八
日
）

【
事
例
１
３
】

造
東
寺
司
牒
　
　
大
安
寺
法
宣
大
徳
房
下

奉
請
起
信
疏
一
部
三
巻
　
退
法
師

牒
、
今
依
　
令
旨
、
可
寫
件
疏
、
此
求
他
所
、
都
無
所
得
、
承
聞
在
大
徳
房
中
、
仍
差
舎
人
少
初
位
上
他
田
水
主
令
向
、
乞
察
事
趣
、
須
臾

之
間
、
分
付
此
使
、
事
尤
切
要
、
勿
在
隠
惜
、
今
以
状
牒
、

天
平
宝
字
三
年
三
月
廿
五
日
主
典
正
八
位
下
紀
朝
臣
　
池
主

判
官
正
六
位
下
上
毛
野
君
　
真
人

玄
蕃
頭
正
五
位
下
　
市
原
王

（
以
下
、
略
）

（「
造
東
寺
司
牒
」

正
集
四
十
五
　
天
平
勝
宝
三
年
三
月
二
十
五
日
）

【
事
例
１
４
】

公
奴
猪
名
部
枚
虫
謹
啓
　
申
進
上
不
参
啓

右
、
蒙
尊
者
慈
想
、
件
上
日
連
署
佐
官
欲
請
、
唯
若
便
寺
上
人
在
、
可
付
上
給
枚
虫
、
都
今
間
使
人
無
、
請
速
早
處
分
、
比
来
間
重
病
受

看
病
受
患
障
侍
、
吾
仏
公
可
子
細
告
状
申
給
佐
官
大
夫
、
仍
注
状
、
付
佐
美
万
呂
申
送
、
以
送
、
以
啓
、

二
月
廿
八

日上
謹
吉
成
尊
坐
下

（「
猪
名
部
枚
虫
不
参
啓
」
続
修
四
十
八
　
天
平
宝
字
六
年
二
月
八
日
）

以
上
、
形
容
詞
ナ
シ
に
用
い
ら
れ
る
「
无
」「
無
」
を
み
た
。
結
果
を
【
表
１
】
に
示
す
。



【
表
１
】

全
体
の
合
計
数
は
「
無
」
よ
り
「
无
」
の
方
が
五
倍
ほ
ど
多
い
。
①
で
は
ａ
、
ｃ
と
も
に
「
無
」
よ
り

「
无
」
の
方
が
多
く
、
全
体
の
傾
向
の
通
り
で
あ
る
。
ｂ
は
「
无
」
よ
り
「
無
」
の
方
が
十
例
ほ
ど
多
い
。

②
は
「
无
」
の
使
用
の
み
確
認
で
き
、「
無
」
の
使
用
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
③
は
、
①
②
と
違
い
、「
无
」

よ
り
「
無
」
の
方
が
多
く
み
ら
れ
た
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、「
无
」
の
方
が
多
く
み
ら
れ
た
①
ａ

ｃ
、
②
に
つ
い
て
考
え
る
。
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
本
文
で
は
な
く
、
注
記
に
あ
た
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

①
で
は
経
名
の
下
や
物
品
名
の
下
に
そ
の
物
に
対
す
る
条
件
を
主
に
小
字
で
注
記
し
て
い
る
。
②
は
経
名

の
上
下
や
左
右
の
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
に
「
无
」
を
書
き
込
む
。「
无
」
と
「
無
」
を
比
較
し
た
場
合
、

「
无
」
の
方
が
画
数
が
少
な
い
。
そ
の
た
め
、「
無
」
よ
り
「
无
」
を
用
い
た
方
が
筆
で
小
さ
く
、
速
く
書

く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
文
書
の
読
み
手
に
と
っ
て
も
画
数
の
少
な
い
字
の
方
が
見
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
書
く
側
の
労
力
と
見
や
す

さ
の
点
か
ら
、「
無
」
よ
り
「
无
」
の
方
が
多
く
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
①
ｂ
は
ａ
や
ｃ
に
比
し
て
事
例
は
少
な
く
、
以

上
の
結
果
を
ゆ
る
が
す
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

次
に
、
③
で
あ
る
が
、「
无
」
よ
り
「
無
」
の
方
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
①
②
の
よ
う
に
ス
ペ
ー
ス
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
。
書
き
手

の
好
み
で
使
用
さ
れ
る
漢
字
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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【
表
２
】

（
２
）「
无
位
」
の
事
例

写
経
生
の
請
求
や
解
文
等
の
差
出
人
を
記
載
す
る
際
、
人
名
の
前
に
位
が
な
い
場
合
に
記
す
「
无
位
」
の
「
无
」
字
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
一

一
四
例
す
べ
て
「
无
」
で
表
記
さ
れ
、「
無
」
を
用
い
た
例
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
以
下
、
検
討
す
る
。



ま
ず
、
表
は
写
経
所
関
連
で
の
「
无
位
」
の
事
例
数
一
覧
表
で
あ
る
。

天
平
五
年
の
皇
后
宮
職
解
か
ら
宝
亀
五
年
の
造
東
大
寺
司
経
師
充
文
案
ま
で
、
計
一
一
四
例
あ
る
。
以
下
、
事
例
を
検
討
す
る
。

【
事
例
１
５
】

皇
后
宮
職
解
　
申
書
生
上
日
事

无
位
長
江
忌
寸
金
弓
　
　
上
日
壹
佰
壹
拾
　
二
月
九
　
三
月
廿
二
　
閏
月
廿
二
　
四
月

十
九
　
五
月
廿
五
　
六
月
九
　
七
月
七

寫
紙
伍
佰
陸
拾
玖
張

右
、
起
二
月
廿
日
盡
七
月
廿
日
、
上
日
并
寫
紙
等
如
件
、
録
具
状
謹
解
、

天
平
五
年
七
月
廿
日
大
属
正
八
位
下
勲
十
二
等
内
蔵
忌
寸

経
師
九
十
三
人

（
略
）

武
部
省
史
生
无
位
土
師
弟
主
　
寫
紙
四
百
廿
三
張
　
布
十
端
二
丈
四
尺
一
寸

（
略
）

（「
皇
后
宮
職
解
」
続
修
十
六
）

【
事
例
１
６
】

无
位
楢
許
智
蟻
羽
　
八
月
不
九
月
不
十
月
不
十
一
月
不
十
二
月
不
正
月
　
日
一
…

（「
経
師
等
上
日
帳
」

続
々
修
二
十
四
帙
六
　
天
平
二
十
年
八
月
十
三
日
）

一
一
四
例
す
べ
て
が
「
无
」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。「
無
」
を
用
い
た
例
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。「
无
位
」
は
、
奈
良
時
代
当
時
、
人
名
に
冠

す
る
機
会
は
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
後
述
の
紙
背
文
書
、
上
代
木
簡
の
例
と
併
せ
て
結
論
付
け
る
。
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２.

紙
背
文
書
の
事
例

戸
籍
や
計
帳
の
紙
背
文
書
に
残
さ
れ
た
「
无
」「
無
」
の
事
例
を
み
る
。
写
経
所
文
書
よ
り
年
代
は
古
い
こ
と
、
地
方
か
ら
中
央
へ
の
公
式
文
書

で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
事
例
数
は
「
无
」
四
五
例
で
、
内
訳
は
形
容
詞
ナ
シ
が
二
四
例
、「
无
位
」
が
二
一
例
で
あ
る
。
ま
た
、「
無
」
は

み
ら
れ
な
か
っ
た
。【
註
９
】
以
下
、
順
に
検
討
す
る
。

（
１
）
形
容
詞
ナ
シ
の
事
例

「
无
」
二
四
例
が
該
当
す
る
。
文
書
別
の
事
例
数
と
内
訳
を
【
表
３
】
に
示
す
。

※
①
は
人
名
の
下
に
身
体
の
特
徴
を
注
記
し
た
場
合
、
②
は
各
里
の
末
尾
で
前
回
調
査
と
今
回
調
査
で
人
口
の
増
減
が
な
い
場
合
に
「
无
損
益
」

と
書
く
場
合
の
事
例
数
で
あ
る
。

ま
ず
、
①
の
事
例
を
示
す
。

【
事
例
１
７
】

紙
市
戸
主
出
雲
臣
冠
　
年
伍
拾
漆
歳
　
残
疾
　
両
耳
龍
耳
（
聾
）

左
指
爪
无

（
山
背
國
愛
宕
郡
雲
上
里
計
帳
　
正
集
十
一
　
神
亀
三
年
）

【
事
例
１
８
】

寄
伊
福
ア
当
女
、
年
七
十
一
　
　
老
女
　
右
腕
无
　
　
（
因
幡
国
戸
籍
　
正
集
二
十
九
・
養
老
五
年
類
載
）



【
事
例
１
９
】

男
出
雲
臣
廣
方
　
年
拾
壹
歳
　
小
子
　
无
印
　
　
（
山
背
國
愛
宕
郡
雲
上
里
計
帳
　
正
集
十
一
　
神
亀
三
年
）

事
例
１
７
は
「
紙
市
戸
主
出
雲
臣
冠
」
の
「
左
指
爪
」
が
「
无
」
い
こ
と
を
注
記
し
て
い
る
。
事
例
１
８
は
「
伊
福
ア
当
女
」
に
「
右
腕
」
が

な
い
こ
と
を
注
記
し
て
い
る
。
事
例
１
９
の
「
无
印
」
の
「
印
」
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
、
人
名
の
下
に
は
当
該
人
物
の
特
徴
を
示
す
も
の
で

あ
る
か
ら
、「
印
」
は
何
ら
か
の
身
体
的
特
徴
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
②
の
例
を
示
す
。

【
事
例
２
０
】

戸
主
出
雲
臣
八
綱
戸

去
年
帳
定
良
口
拾
参
人
〈
男
四
女
九
〉

帳
後
无
損
益

今
年
計
帳
定
見
良
大
小
口
拾
参
人
〈
男
四
女
九
〉

（
山
背
國
愛
宕
郡
雲
上
里
計
帳
　
正
集
十
一
　
神
亀
三
年
）

計
帳
は
一
年
に
一
回
作
成
さ
れ
る
。「
出
雲
臣
八
綱
」
の
戸
口
で
は
去
年
（
神
亀
二
年
）
の
戸
口
が
「
男
四
女
九
」
の
「
拾
参
人
」
で
あ
り
、

今
年
と
去
年
で
戸
口
の
増
減
は
な
い
。「
帳
後
无
損
益
」
は
そ
の
こ
と
を
意
味
し
、「
帳
の
後
に
損
益
无
し
」
と
記
し
て
い
る
。
類
例
は
山
背
国
愛

宕
郡
雲
上
里
計
帳
（
神
亀
三
年
）
で
八
戸
、
山
背
国
愛
宕
郡
計
帳
（
天
平
六
年
）
で
六
戸
に
み
ら
れ
、
損
益
ナ
シ
の
形
容
詞
ナ
シ
は
い
ず
れ
も

「
无
」
を
用
い
て
い
る
。

紙
背
文
書
の
形
容
詞
ナ
シ
に
用
い
ら
れ
る
「
无
」「
無
」
字
は
、
事
例
数
が
少
な
い
こ
と
、
山
背
国
愛
宕
郡
の
事
例
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
こ

と
か
ら
、
比
較
対
象
が
な
い
た
め
、
事
例
を
挙
げ
る
に
留
め
る
。
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次
に
、「
无
位
」
の
事
例
を
み
る
。
二
十
一
例
が
該
当
す
る
。
先
に
考
察
し
た
通
り
、「
无
」
字
の
み
使
用
さ
れ
、「
無
」
字
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

以
上
は
奈
良
時
代
中
期
の
写
経
所
関
連
の
文
書
を
中
心
に
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
戸
籍
か
ら
は
、
先
の
例
よ
り
年
代
が
早
く
、
地
方
か
ら
中
央

へ
の
公
式
文
書
で
の
使
用
が
確
認
で
き
る
。
以
下
、
検
討
す
る
。

【
事
例
２
１
】

主
帳
无
位
大
伴
部
福
足

（「
薩
摩
国
税
帳
」
天
平
九
年
）

薩
摩
国
正
税
帳
で
あ
る
。
正
倉
院
古
文
書
の
紙
背
に
残
さ
れ
た
正
税
帳
の
年
紀
は
奈
良
時
代
初
期
で
あ
る
。
事
例
は
「
无
位
」
と
「
无
」
表
記

を
用
い
て
い
る
。
他
に
は
、
天
平
八
年
〜
十
年
頃
の
伊
予
国
正
税
帳
（
一
例
）、
和
泉
監
正
税
帳
（
二
例
）、
尾
張
国
正
税
帳
（
一
例
）、
駿
河
国

正
税
帳
（
一
例
）、
越
前
国
正
税
帳
（
五
例
）、
但
馬
国
正
税
帳
（
一
例
）、
出
雲
国
計
会
帳
（
一
例
）、
播
磨
国
正
税
帳
（
二
例
）、
周
防
国
正
税

帳
（
二
例
）、
隠
伎
国
正
税
帳
（
一
例
）、
薩
摩
国
正
税
帳
（
二
例
）
で
「
ム
位
」
が
計
十
九
例
み
ら
れ
る
が
、
全
て
「
无
」
表
記
で
あ
る
。
写
経

所
の
文
書
よ
り
時
代
は
古
い
。
ま
た
、
戸
籍
等
の
公
式
文
書
で
も
「
无
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
紙
背
文
書
に
み
ら
れ
る
「
无
」「
無
」
字
を
確
認
し
た
。
形
容
詞
ナ
シ
は
事
例
数
が
少
な
い
た
め
、
検
討
は
で
き
な
か
っ
た
が
、「
无
位
」

で
は
、「
无
」
字
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
点
が
写
経
所
文
書
と
同
じ
結
果
と
な
っ
た
。

三
　
上
代
木
簡
の
事
例

上
代
木
簡
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
「
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
検
索
で
き
た
「
无
」「
無
」
字
の
う
ち
、
飛
鳥
〜
長
岡
京
期
の
木
簡
で
写
真

や
画
像
で
確
認
で
き
る
も
の
を
事
例
と
し
た
。「
无
」
字
一
〇
〇
例
、「
無
」
字
十
一
例
が
該
当
し
た
。
そ
の
う
ち
、
本
稿
で
扱
う
の
は
、
形
容
詞

ナ
シ
と
み
な
し
た
も
の
七
例
（「
无
」
六
例
、「
無
」
一
例
）、「
无
位
」
六
十
四
例
（「
无
」
六
四
例
、「
無
」
該
当
例
な
し
）
で
あ
る
。
残
る
「
无
」



三
〇
例
、「
無
」
一
〇
例
は
習
書
木
簡
、
断
片
で
あ
る
た
め
対
象
か
ら
除
く
。

ま
ず
、
形
容
詞
ナ
シ
の
検
討
を
す
る
。「
无
」
六
例
、「
無
」
一
例
が
み
ら
れ
る
。

【
事
例
２
２
】

・
◇
移
○

司
所
○

米
无
故
急
々
進
上
又
滑
海
○

◇

・
◇
藻
一
駄
進
上
急
々
○

／
附
辛
男
鹿
十
五
日
○

家
扶
＼
○

家
令
○

◇

（『
平
城
京
木
簡
　
二
』
一
七
〇
五
号
　
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
一
・
二
・
七
・
八
坪
長
屋
王
邸
出
土
）

「
米
无
き
故
に
…
」
と
訓
め
る
。
形
容
詞
ナ
シ
に
「
无
」
字
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。

【
事
例
２
３
】

・
山
処
申
彼
塩
殿
在_

米
四
斗
二
升
所
給
進
上

・
雇
人
狛
人
少
万
呂
／
又
申
雇
人
給
食
物
都
無
故
録
状
謹
／
申
急
々
処
分
可
垂
給
十
一
月
十
五
日
田
辺
大
□

鹿

（『
平
城
京
木
簡
　
二
』
一
七
一
五
号
　
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
一
・
二
・
七
・
八
坪
長
屋
王
邸
出
土
）

裏
面
の
「
食
物
都
無
故
」
は
「
食
物
都
て
無
き
故
に
…
」
と
訓
め
る
。「
無
」
字
を
用
い
た
例
は
本
事
例
の
み
で
あ
る
。

事
例
２
１
、
事
例
２
２
と
も
に
長
屋
王
邸
か
ら
出
土
し
た
木
簡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
の
字
体
を
用
い
て
も
よ
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

「
無
」
字
を
用
い
た
例
が
少
な
い
。

【
事
例
２
４
】

主
菜
所
請
无
白
大
豆
五
合
§
〈
〉
鹿
用
料
〈
〉

（
木
簡
研
究
（
十
七
）
十
九
頁
（
９
）

平
城
京
左
京
七
条
一
坊
十
六
坪
東
）

主
菜
所
に
請
求
し
た
「
白
大
豆
五
合
」
が
な
い
こ
と
を
「
白
大
豆
」
の
右
上
に
「
无
」
一
字
で
書
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
書
き
込
ん
だ
人

物
は
木
簡
の
情
報
か
ら
は
不
明
で
あ
る
が
、「
白
大
豆
」
を
請
求
さ
れ
た
主
菜
所
の
担
当
者
が
「
无
」
一
字
を
書
き
込
み
、
請
求
者
に
返
送
し
た
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の
で
あ
ろ
う
か
。
正
倉
院
古
文
書
で
は
「
无
」
字
の
み
の
使
用
が
確
認
で
き
た
が
、
本
事
例
も
そ
の
結
果
に
合
致
し
た
。

次
に
、「
无
位
」
の
例
を
検
討
す
る
。
上
代
木
簡
に
お
い
て
、「
无
位
」
は
文
書
木
簡
の
差
出
人
名
や
考
課
木
簡
に
み
ら
れ
る
。
以
下
、
事
例
を

挙
げ
る
。

【
事
例
２
５
】

参
河
国
□

〔
飽
ヵ
〕
臣
郡
寸
松
里
海
部
宇
麻
呂
舂
糯
米
五
斗
和
銅
二
年
十
二
月
无
位
主
帳
麻
呂（『

平
城
宮
木
簡
　
二
』
二
七
〇
四
号
）

【
事
例
２
６
】

无
位

（『
平
城
宮
木
簡
　
四
』
四
四
四
四
号
　
平
城
宮
跡
出
土
）

事
例
２
５
は
付
札
木
簡
で
あ
る
。
都
か
ら
離
れ
た
参
河
国
で
和
銅
二
年
「
无
位
」
と
使
用
さ
れ
て
い
る
。
付
札
木
簡
で
使
用
さ
れ
た
「
无
位
」

は
本
事
例
の
み
で
あ
る
。

事
例
２
６
は
考
課
木
簡
で
あ
る
。
役
人
の
評
価
を
木
簡
に
し
て
束
ね
て
い
た
も
の
が
不
要
に
な
り
、
捨
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
平
城
宮
跡
出
土

の
考
課
木
簡
は
六
三
例
あ
り
、
す
べ
て
「
无
」
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

「
无
位
」
は
、「
無
」
字
を
用
い
た
例
は
全
く
み
ら
れ
ず
、
全
て
「
无
」
字
で
表
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
考
課
木
簡
が
出
土
し
た
同
じ
遺
構
か

ら
出
土
の
木
簡
の
う
ち
、
断
片
か
ら
「
无
」
字
と
推
測
で
き
る
事
例
も
、「
无
」
字
の
一
、
二
画
目
の
横
二
本
や
左
右
払
い
だ
け
が
確
認
で
き
る

木
簡
も
多
く
出
土
し
て
い
る
。「
正
倉
院
古
文
書
」
で
は
「
无
位
」
の
「
无
」
は
す
べ
て
「
无
」
字
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
時
は
「
無
」

字
を
用
い
ず
、「
无
」
字
を
用
い
て
い
た
。
し
か
も
、「
無
位
」
と
書
い
た
形
跡
は
な
く
、「
无
」
で
書
く
強
い
意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。



四
　
ま
と
め

以
上
、
正
倉
院
古
文
書
と
木
簡
に
み
ら
れ
る
「
无
」「
無
」
字
の
使
用
状
況
を
考
察
し
た
。
形
容
詞
ナ
シ
で
は
、
ス
ペ
ー
ス
等
の
都
合
で
「
无
」

が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
使
用
状
況
に
よ
り
用
い
ら
れ
る
字
体
の
違
う
傾
向
が
あ
っ
た
。
ま
た
、「
无
位
」
で
は
「
無
」
を
用
い
た
形
跡

は
な
く
、「
无
」
の
み
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
な
ぜ
「
无
」
の
み
を
用
い
る
の
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
考
察
の
余
地
が
残
る
。
ま

た
、
経
名
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
経
名
で
二
字
体
ど
ち
ら
も
用
い
ら
れ
る
が
、「
无
」
字
の
方
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
写
経
等
を
調
査

し
、
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

〔
註
〕

（
１
）

奈
良
文
化
財
研
究
所
「
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.n
ab
u
n
k
en
.g
o.jp
/op
en
/m
ok
k
an
/m
ok
k
an
2.h
tm
l

（
２
）

桑
原
祐
子
「
文
字
の
形
と
語
の
識
別
―
「
参
」
の
二
つ
の
字
形
―
」（『
木
簡
研
究
』
二
六
号
、
二
〇
〇
四
年
）

（
３
）

鈴
木
恵
「「
无
」「
無
」
字
を
め
ぐ
っ
て
」（
雑
誌
『
東
洋
』
一
二
号
、
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
）

（
４
）

紅
林
幸
子
「
書
体
の
変
遷
Ⅱ
―
無
・
无
―
」（『
書
学
書
道
史
』）

（
５
）

正
倉
院
古
文
書
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
杉
元
一
樹
「
正
倉
院
所
在
の
文
字
資
料
」（『
日
本
古
代
文
書
の
研
究
』
三
九
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
に
分

類
が
あ
る
。
こ
の
分
類
を
元
に
国
語
資
料
と
し
て
の
正
倉
院
古
文
書
の
扱
い
方
に
つ
い
て
桑
原
祐
子
は
『
正
倉
院
古
文
書
の
国
語
学
的
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、

平
成
十
七
年
十
二
月
）
の
序
で
そ
の
注
意
点
を
述
べ
て
い
る
。
正
倉
院
古
文
書
を
伝
え
る
こ
と
に
な
っ
た
写
経
所
の
変
遷
に
つ
い
て
は
山
下
有
美
『
正
倉
院
古
文

書
と
写
経
所
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
一
年
一
月
）
の
序
章
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。

（
６
）

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
編
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
一
〜
二
五
　
編
年
文
書
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
〇
一
年
）

（
７
）
「
高
橋
写
真
」
撮
影
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。

（
８
）

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
一
〜
一
六
（
八
木
書
店
、
一
九
八
八
年
五
月
〜
二
〇
〇
六
年
二
月
）

（
９
）
「
出
雲
国
計
帳
」（
正
集
三
十
・
天
平
六
年
八
月
二
十
日
）
に
「
無
国
司
造
家
帳
一
紙
」「
無
国
司
」
の
例
が
あ
る
が
、
文
意
不
明
の
た
め
、
本
稿
で
は
考
察
の

対
象
か
ら
除
い
た
。
な
お
、
戸
籍
・
計
帳
で
「
無
」
の
使
用
が
み
ら
れ
た
の
は
こ
の
二
例
だ
け
で
あ
る
。
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上代の一次資料にみられる「无」「無」字について


